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【本領域の目的】 

 本領域は二つの目的をもつ。まず、言語の起源と
進化について、言語理論・生物進化・人類進化・個
体発生の研究成果に整合するシナリオを作ると共に、
その妥当性を数理モデルやシミュレーション、ロボ
ット実装により構成論的に検討する。次に、そのシ
ナリオにもとづきコミュニケーションの未来と人類
の存続のあり方を提言する。これらを通じて文理を
超克した新たな人間科学としての「共創言語進化学」
の創成を目指す。 
 言語は人類が個人を超えた知を結集し文明を作る
ことを可能にした画期的なテクノロジーである。現
在人類は、言語と情報技術を基盤とした新しいコミ
ュニケーションを創出しようとしている段階にある。  
 言語の起源と進化を知ることで、未来のコミュニ
ケーションのあり方をデザインできると私たちは考
える。グローバル化によって生ずる国際的軋轢、情
報利用の格差によって生ずる幸福格差、急激に変化
するコミュニケーション様式への適応障害等、現在
起こっている問題の解法を提言すると共に、人間性
の本質と可能性について理解を深化させる。 
 

【本領域の内容】 

 言語は、思考に用いられる心的な階層構造をコミ

ュニケーションのために一次元化して使用するとい

う特徴を持つ。このため話し手と聞き手は、階層構

造として表現される互いの意図を共有する努力をせ

ねばならない。このような共創的コミュニケーショ

ンはどのように始まり、どのように進化してきたの

だろうか。階層性と意図共有を領域全体の二つの柱

とし、A01 言語理論班、B01 行動生物班、B02 人類

進化班、B03 認知発達班、C01 創発構成班の 5 つの

計画研究の密な協働によってこの問題に迫る。 
 A01 は理論言語学の最新知見を融合し、言語とコ

ミュニケーションの進化の統合的な仮説を形成して

他班に提供する。これを B01（生物学）・B02（人類

学・考古学）・B03（発達心理学）が時間軸の異なる

系統発生・人類発生・個体発生の 3 つのレベルか

ら実験的に検証する。さらにその結果を C01 が心理

実験・ロボット実験・数理モデル・数値シミュレー

ション等の構成的方法を駆使して言語とコミュニケ

ーションの起源・進化のシナリオを構成する。 
 仮説・実験・実装という異なる抽象度を持つ三層

の研究項目間の相互作用から言語の起源・進化を解

明すると共に、高度の情報化が加速する社会におけ

る共創的コミュニケーションの未来を示し、情報技

術との共存についての提言を行う。その成果を新領

域・共創言語進化学の創成につなげる（図 1）。 

 

 
図 1 領域の研究体制 

 

【期待される成果と意義】 
 本領域の意義は、学際的人間科学の画期的な推進
を我が国が先導することを可能にすると共に、階層
性と意図共有の融合が織りなす共創的言語コミュニ
ケーションの進化的理解に基づき、これまでの共感
依存型コミュニケーションを超え、人類の幸福な存
続を可能にする未来型コミュニケーションの姿を提
示して、現代社会が直面する多様な問題の解決を図
るものである点にある。言語の起源・進化の科学的
解明はもとより、それを活用することで、多言語教
育への展開といったグローバル化対応や、障害の有
無に関わらず共創を可能にする技術開発といった医
療・福祉面、従来の統計的 AI の限界を克服する共
創的 AI の提言といったイノベーション面への貢献
が期待される。 
 

【キーワード】 
階層性：線形順序ではなく階層構造に基づく事が言
語の特異な点であり、この特性のため、人間の言語
コミュニケーションは非常に創造的である。この特
性がどのようにして生じたかは、言語進化学の大き
なテーマの一つである。 
意図共有：その反面、階層構造を直接伝えることが
できないために言語コミュニケーションの現場では
双方の真意が正しく伝わりにくいという問題が生じ
る。相手の意図を理解し共有することがこの問題を
解決するのであり、この能力の起源・進化も言語進
化学の大きなテーマである。 
 

【研究期間と研究経費】 
 平成 29 年度－33 年度 
  1,078,400 千円 
 

【ホームページ等】 
  http://evolinguistics.net 


